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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・比を使った割合の表し方や，比の意味について理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・比例式の両辺の比の値が等しいことから導かれた式を既習の一元一次方程式と見れば解けることを学習している。　


○共同追究でのゆさぶり


・もっと簡単に比例式のｘを求めることはできないのか。


○ゆさぶりに対応する経験


・等式の両辺に同じ数をかけても等式が成り立つことを「等式の性質」で学習している。





≪学習問題≫


２種類の液体Ａ，Ｂを３：５の重さの比で混ぜる。


Ｂの１５０ｇに対して，Ａを何ｇ混ぜればよいか。





≪定着・活用問題≫
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≪学習問題≫








②見通し: 比が等しいことを使って，どうｘを求めるかわからない。


→両辺の比の値が等しいことを使って，方程式をつくればｘの値を求めることができそうだ。





 





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題: 数量の関係を比例式に表して，両辺の比の値が等しいことを使って方程式をつくり，求めてみよう。





③個人追究：Ａをｘｇ混ぜるとして，比例式をつくり，比の値を用いて方程式に表し，ｘの値を求める。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「どの求め方にも共通していることはなんだろう？」


→「比例式から比の値が等しいことを使って方程式をつくり，ｘを求めている」


　「方程式に分数が出てきてしまう」








④共同追究後半（思考を深める）


「もっと簡単に比例式のｘを求めることはできないのか」


→「両辺に１５０をかけ，さらに５をかければ，


５×ｘ＝３×１５０　という簡単な方程式になる」








⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・ａ：ｂ＝ｃ：ｄならばａｄ＝ｂｃ（外項の積＝内項の積）になる。


・比例式の性質を使うと，比例式を簡単に解くことができる。





⑥定着･活用問題


(1) 比例式の性質を使って，次の比例式を解きなさい。


① ｘ：６＝７：３　② ５：ｘ＝２：３　③15：６＝ｘ：８


(2) 縦と横の長さの比が４：５の長方形をかこうと思います。


横の長さを６０㎝にすると，縦の長さは何㎝になりますか。





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・具体的な場面において，比をもとにして比例式をつくり，方程式に変形することで，求めたい数量を求める過程を丁寧に歩みたい。


・学習指導要領の改訂で，一元一次方程式の活用場面として，簡単な比例式を解くことが内容の取扱いに示されたが，取扱いの程度については，「簡単な比例式を解く」程度にしたい。





【板書計画】








